

































































































































































































































































1 05時間 1 0年前 被害軽減
事 1 04時間 1年前 応急予防
目IJ -103時間 1ヶ月前 緊急準備
対 1 02待問 数日前 緊急活動
応 -10'時間 半日前 直前行動
1 00時間 直前 直前対応
地震発生
1 0-1時間 直後 直後対応
事 1 0
0時間 1時間後 直後行動





1 04時間 1年後 恒久復旧






































































それから 10の3乗、 1000時間、 1ヶ月半ぐら

















































































第 15回公開講演会:東京の危機管理とそのツールを考える 133 
表2-2 東京の主な自然災害・大規模事故
災害 主な事例 年次 概 要
地震 安政江戸地震 1855 M.6.9士0.1。荒川河口付近での直下の地震で、下町に激震。 30余ヶ所から出火し、下町約230haを焼失。 1貴家焼失家屋は約14，000戸(軒)、死者約4，000人。『甲田・ーーーーーーー -ー--
明治東京地震 1894 M.7.0。東京湾北部での直下の地震。東京府で全半壊90棟、死者24人。『ーー---・・・"・ F・F・
M.7.9。東京では火災で378，000棟焼失。全半壊55，000棟。死者68，200人、不明関東大震災 1923 者39，300人。
台風 明治大水害 1910 
綾瀬川・荒}1 (隅田)1)の氾濫で下町一帯が13日間水没。現在の荒川1(荒川放水
水害 路)建設の契機となった。・ー・・曲ーー 』ー幽白幽ーーーー
栗橋上流で破堤。綾瀬川・荒川放水路の東側低地帯が水没。荒川放水路の建キャスリン台風 1947 設によって江東デ、ルタ地帯が守られた。ーーー ーーー 『ーー ーーー ーーーー ---ー--
石神井川など武蔵野台地を刻む河川で水害が発生。流域の都市化による流出
狩野川台風水害 1958 率・最大流量の増加による山の手での外水氾濫や内水氾濫で、新しい都市型





火山 二宅島噴火 1940 溶岩流、火山弾により死者 11名。
爆発
ーーーーーー 圃ー幽幽岨・・ー -.・ー幽岨・.ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ・ーー・ー，甲--ーーーーー "ーーーーーーーー ・ー・甲『ー』・ーーーーー ・ー帽ーーー 晶ーーーー -ー-ーーーーーーー
三宅島噴火 1983 溶岩流により、阿古地区で全壊340戸。ーーー ーーー ・ー・ーー ーー・ーー ・ F咽'ー----ーーーーー--ーーー -ー-----ーーー 』ーー ・ー・・ーーーーー』ーーーーー -ー-ーーー -ー----






破テロ 1974 164人。-ー-----圃ーーー -ー- -ー・.胃曙胃 F
火災報知器等の誤使用や高層ホテルでの救出救助の困難から、飛び降りや焼ホテル・ニュー




































134 総合都市研究第 80号 2003
表2-3 切迫する南関東の直下の地震とは
年代 海溝型地震 (M.8クラス) 直下型地震 (M.7クラス)
1600年代 』ーーーーーー_.幽晶ー『胃ーーーーーーーーー司四ーーーーーー ①多発する内陸直下地震
1703 ②元禄大地震 (M.8.3~8.4) ーーーーーーー------ーーー『ーー『唖ーーーー--ーーーーーー由岨量圃畠晶画ーーーーーーーー・9帽園ーー園田ーーーー
1700年代 ③地震が発生しない安静な 1700年代の江戸
1800年代 』ー 『ー ーー ーー ・・両国『司'ー ーー ・ー幽ー ーー 司司ー ーー ーー ー ①多発する内陸直下地震
安政江戸地震 (1855)、明治東京地震 (1894)
















































































南 南関東に影響を及ぼす多様な地震のうち、関 切迫する内陸地震 両プレート境界面上で発生する内陸直下の地震(緩やかに北に傾斜)東
の プレート境界面の 相模湾中央部でプレートの沈み込み(相模トフフ):海溝型地震直 ゆっくりと沈み込み多摩川河口で深さ 20km:神奈川県境直下の地震




地震の規模 マグ、ニチュード 7 クフス (M.6.5~7.4)


















136 総合都市研究第 80号 2003
表2-5 都県境をまたぐ南関東直下地震の被害想定結果の比較 (M7.2)
想定地震 液状化 建物全壊 建物半壊 建物焼失 死者 負傷者 帰宅困難曲ーーー ーーー ーーーー ーー喧ー -ー----- ーーー ーーー ーーー ーー ーーー --ー・ーーーー
系 想定地震の名称、 (A%) (棟) (棟) (棟) (人) (人) (人)
A 区部直下の地震l) 16.8 42，932 99， 596 378，401 7. 159 158，032 3， 714， 134 
千葉西部地震1) ーーーーーーーー.‘ーー ーーーー -ー-ー・ー 'ーーー・・ー -ー- ，ーー ーーー ーーー ーー
ーーー ーーー ーー・個開 .ーーーー再--ー『ー
15， 300 35， 300 79，900 6， 500 11，400 
B 多摩直下の地震 12.2 25，575 57，624 118，832 1，820 65，403 3， 714， 134 
C 
神奈川県境下地震 2) 13.6 26，405 58， 599 66，244 2，175 71，076 3，714，134 
神奈川県東部地震 2) ーーー ーーー ーーー ーー ーーー ーーー ーーー ーー
.ーー ・ー・・ー，田ー --ーー ーーー ーーーー .ーーー 『ー骨ーー ーー
85，000 120， 000 2， 700 22， 900 880， 000 
D 
埼玉県境下の地震 3) 16.3 29，982 65， 303 75，882 2， 356 88，774 3，714，134 
東京都境下の地震 3) ・ーーーー 幽ー幽ー -ーーーー -ー--・・・ーー .ーーー ーーー ーーー，
，ーー司宇甲ーー ーーー
16，749 52，849 44， 187 1，177 48，684 941，840 































































































































































































ヒト 2)危機管理に必要な能力の確保 → 先読みの能力(想像力)/意志決定力(判断力)
3)自立する市民力/地域防災力 → 市民・地域社会に災害対応力の育成
1)災害を乗り越えるロジスアイツクス → 公的集中管理から個別的分散管理へ
モノ 2)公的備蓄の分散型集中管理化 → 最小限の公的備蓄の広域連携配置と集中管理
3)個人の備蓄の推進 → 自立分散型備蓄による個別分散管理
1)初動期の情報収集伝達体制の強化 → 情報の集中化と分散化の峻別
情報 2)行政対応のための情報 → 集中管理型情報システムの構築
3)人の自立的対応のための情報 → 個別分散型情報システムの構築







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































162 総合都市研究第 80号 2003
身が二次災害としての感染症の汚染源となり得る
ということを申しました。ですからそういうふう
な医療施設については地震で倒れないこと、そし
て地震で揺れないこと、そして揺れても中の大事
なもの、例えば菌を培養しているとか、そういう
ものが固定されていて、壊れないこと。耐震、免
振、固定。こういうようなことが絶対に求められ
るというふうに思います。後は5番、 6番等は…
6番については私これ、とてもいいことだと勝手
に思っているんですけれども、どういうことがで
きますかということをどんどん出してもらって、
そしてそれをシステムの中に・・・勝手にやるんでは
なくて…当てはめていって、そして活動していか
なくては。 7番目については先ほどから何度か出
ていますので、省略です。
8番目ですけれども、やはりこういう大規模の
災害が起きれば自分自身の力というのは非常に弱
いものですけれども、それでも救援をしてもらう
までは、自分自身あるいは家族たちでがんばると。
そういうことが当然必要にわけです。自己防衛し
ながら、救援を待つと。その中に一つのいいアイ
ディアではないかなと思うのは、例えばおいしそ
うな非常食糧、備蓄食糧を定期的に、期限切れに
なる前に防災訓練の時に、防災訓練をすると同時
に非常食糧を食べるというような、そういうイベ
ントを行えば、防災訓練自身が都民も…都民のた
めの防災訓練ですから…そういう形で啓蒙活動に
も利用できるんではないかと、このように思って
おります。
きょうお話したことの基になっていること、資
料ですね。ここに挙げた11番ぐらいまで相当な
量でしたけれども、非常に大事なことなので一生
懸命読みました。それから最後になりますけれど
も、神戸については、この林所長さんという方が
地面が液状化している中を研究所までたどり着い
て、菌の建物外への汚染を防いだりとか精力的に
活動されて、今回も貴重な情報をいただきました。
敬意とともに感謝の意を述べたいと思います。以
上で私のお話、お終いです。どうもありがとうご
ざいました。
5.閉会のあいさつ
高見揮邦郎
どうも長時間のお話、最後までご清聴くださつ
でありがとうございました。きょうは中林さんの
ほうから、まず災害とその被害の軽減化、ものの
考え方というようなことを提示していただいて、
それを受けて山口先生からは多少将来の明るい展
望を含めたお話でしたし、菅又先生からは非常に
重い大事なお話を伺いました。いろいろな、それ
ぞれの都民あるいは行政の方々のお立場でいくつ
かの事柄を持って帰っていただけることと思いま
す。我々の研究所、きょうお話したのは、防災そ
の危機管理ということでテーマを絞りましたけれ
ども、様々な研究をやっております。今後、平成
17年度に…お聞きおよびかと思いますけど…東
京都の四つの大学が一つになりまして新しい大学
になります。その際に是非我々の研究所もたぶん
600人からの教官が背景にいるという研究所にな
りますので、いっそうの充実を図りたいと思って
おりますし、閉じた研究所じゃなくて、是非聞か
れた研究所にしたいと思いますので、どうぞ都民
の皆さんも行政の皆さんも気軽に…もう明日から
でも結構でご、ざ、います…こんなこと、私は悩んだ
り、課題にしているんだけど、都立の大学にそう
いうことに関心のある、あるいは通じている先生
はいないかと、電話でもファックスでも結構でご
ざいます。そうやって、我々も皆さんのニーズを
とらえながら…そのすべてに対応できるとは思い
ませんけど…是非都民・行政と結びついた研究所
に育っていきたいと考えておりますので、よろし
くご支援をお願いいたします。きょうは本当に長
い時間最後までありがとうございました。これで
もって閉会といたします。どうもありがとうござ
いました。
(了)
